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第 1部前半は Cblorelaelipsoideaの光周性を利用した大量同調培養に関するもので, 新考案による




のである｡ 著者は培地組成の調節による同調培養を試み, 培地中の硫酸鉄濃度を 10-4M に高めることに
よってこの藻の発育を同調せしめることに成功した｡
第2部は Scenedesmusの培養条件によるヒドロゲナーゼ活性の変化に関するものである｡ この分子状
水素によって ferredoxinその他を還元する酵素は細菌類のそれと性質 ･作用は変 らないにもかかわら
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は新しい装置によって Chlorelaelipsoideaの大量同調培養を試み, 同調率の高い藻標品を8な
いし9の発育段階において毎回乾量 400mgずつ収穫し, かつ10回にわたって同調生活環を繰返させるこ
とに成功し, 大量の藻体を必要とする研究を可能にした｡
また培地の鉄濃度を高めることによって Scenedesmusobliquusの同調培養に成功し, その際見られ
るヒドロゲナ- ゼ活性と培養条件との関係を研究し, 本酵素の活性発現の条件である適応現象の機構を明
らかにした｡
これらの業績は近時注目を浴びつつある単細胞緑藻の生理学に新知見を加えたもので植物生理学 ･栄養
学などに寄与するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-840-
